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事業実績
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評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制
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事業費（人件費除く）の財源内訳

ソフト事業

活動指標 単位
実績値

H18 H19 H20 H21

目標値

回

実績

男女共同参画講演会の開催

目標

実績

1
1

目標

実績

H21

1

A 現状維持 アンケートにより参加者の意識を把握し、内容の検討を行う。

目標値

目標 目標
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120
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目標
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コード 名            称
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一般会計

総務費

細目

細々目

款

コード

男女共同参画講座事業

あらゆる場に男女がともに参画する社会をつくる
目

男女の人権の尊重

区分

会計

項

名               称

691

41

事業名

基　本
施　策

数量 金  額 金  額単位単位 数量数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量 金  額 事 業 内 容単位事 業 内 容単位 数量 金  額単位

3
50

改善についての取り組み

　

評価項目についてのコメント

効率性

4

3

必要性

有効性

4

4

達成度

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

Ａ
の
財
源
内
訳 53

53 53
53
53

34

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

53 53

人0.3

53
　 　
　 Σ

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

男女が個性と能力が認められ活躍する地域づくりの必要性を啓発するうえで、多くの市民が集い共に学びあい考えあう場と
なる講演会は意義がある。

参加者から男女の性差にとらわれない個性と能力が認められる社会を創ることや学習することの必要性を感じたとの意見
が多く寄せられた。

計画した事業は、全て実施した。

最低限の経費で実施しているので、削減の余地はない。

(千円)

平成２３年度 計画内容
事 業 内 容

53

報償費
需用費

総合評価 事業の方向性

7

2053

11

事業の成果を測る指標

男女共同参画講演会の参加者数

会場でのアンケート結果

評価項目 ポイント

男女共同参画費

男女共同参画推進経費

男女共同参画講座事業経費

34　 Σ

総務管理費

　 　

　 (千円)

2,213

0.30.3 人 2,160 人件費（Ｂ）

53

50
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事業費計(A) 　
　 　 　

Σ

報償費

　 　 　

0.3

Σ 53

53

　

人 2,160

　

(千円)

3
50

　 (千円)

需用費

2,213

　

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 2,160 人 2,160

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

53

人件費（Ｂ）

　

0.3

事業費計(A)
　
事業費計(A)

人件費（Ｂ） 0.3 人 2,160

2,213

53事業費計(A)
　 　

　 Σ

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

3

平成１８年度 決算内容

社会の構成員として認め合い、男女が共同して社会に参画するこ
とについて理解が深まる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

　

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
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状
況
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(千円)
報償費
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1

・男女共同参画講演会を実施した。
　　家庭、地域。職場などで、固定的な男女の役割を見直し、性
　別にとらわれることなく生きることについて考える場とした。

　アンケートには、家庭や地域における生活のあり方を見
直そうとする意見が多く寄せられ、学習すること、行動する
ことが大事であるという意識の変化が見られた。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

支所管内の市民

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度

　委託先

年度

53

　
報償費
需用費

50

2,160

報償費
需用費

30

　 　

目標

実績

目標 1
実績 1

報償費

53

2,194 2,213

5353

2,213

平成２０年度 計画内容

34 53

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

3453

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

６００１００

島ヶ原総務振興課

終了年度 平成

評価者
氏　名

大谷　泰紀 連絡先
59

(内線)

実績

H18 H19 H20

実績値
単位指標設定の考え方

学習機会の多い人ほど高い認識を有するこ
とから、これを指標とする。

関心を持つことが正しい理解へとつながるこ
とから、満足した人の割合を指標とする。

人

%

目標

実績

目標

実績
85

150
実績 90
目標 75

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


